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「和家」での仕事|よ 夕食の準備、片付け、食事介助そして見守りです。

「ただいま一」夕刻になると、仕事から帰つて来る皆さんに、・「お帰り

―」と職員が出迎えます。夕食までの 1時間半、お風呂に入る人、自室

で静かに過ごす人。天気の良い日は職員と一緒に散歩に行くこともあり

ます。その間、私は食事の準備をします。最初の頃Iよ 時間も気持ちも

余裕がなかつたのですが、今では作業所での出来事などの話に耳を傾けながら、準備するのが楽しみになつて

います。

5時半頃に入居者さん 5人力潮iい、夕食が始まります。今日は一杯食べてくれるかな。刻みの具合や量はい

いかな。入居者の方の体調や行動を気にかけながら、私は気持ちに余裕を持つて接することを心がけています。

焦らず、慌てず、おちついて・・ 口。

グループホームの生活から見えてくるもの
皓

●′
ア「わや使り第 6号」では、「暮らしと支援」について、考えてみたいと思います(

「和家」では、チャイムによって行動を促すということはありません。生活のリ

ズムは、自然と作られるようです。人居者と支援者の関係等から、一人ひとりの生

活スタイルができているように思います.お風呂や散歩、自室でくつろぐ。・。等 。々

そして、5時半頃には、食堂に集まります。食事が始まると、昼間の作業所での出

来事などの話に会話が弾みますc団紫のひとときは、一日の疲れを癒やします。何

処の家庭でも見られる光景と同じでしょう。そこには、「心のうH脅 ったコミュニケー

ションを大切に育てていきたい。」という、支援者の気持ちがありま・九 心に余裕

があって、相71に通うものがあるのでしょうcまだまだ、理想、とするグルーフホー

ムには私」̀lkい所に位置しておりますが・・・c今 日の一歩を大切に歩んでいきたい

と思います高皆様のご協力をお願いしますじ
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和家の玄関に、、「和家に係わる人たち (入居

者、職員、ボランティアなど)」 の作品を飾つてい

ます。「余暇活動」での共同制作や寄贈された作品

などです。来客の皆様にも喜ばれています。
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暮らし&租協議輸ロ
2019年 4月 、暮らしと社会参加を目的とし

た、「和家」を開設しました。当初は、買い物 やファミレス、地域のイベントなどにも出

かけていました。2020年 4月 頃からの、「新型コロナウィルス」の流行によつて、地域のイ

ベントも中止され、買い物やファミレスの利用、ボランティアの人たちとの交流も自粛して

います。

幸い、「和家」では、感染者はいなく、生活介護等の事業所に通所しています。―一日も早

く、|~1常が取り戻され、「]rび、地域のイベントや買い物などに挑戦したいと思っています。

今は、ホーム内での暮らしや余暇活動の充実に努めていますっ
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ありがこうございきす
当法人の活動やグループホームの運営に多くの方々からご協力がありました。

大切に活用させていただきます。

【賛助会員】2021年 9月 1日 ～2022年 2月 28日

個人会員 115名
(合計)249,000円 (249口 )

【寄付金】2021年 9月 1日～2022年 2月 28日

日本基督教団尾鷲教会 様 、五味建設 様、南漢方薬局 様、善光寺 様、匿名希望 7名

(合計)43,625円
穫れたての新鮮な野菜 。お米や鮮魚等、地域の皆様からも沢山いただきましたc

いつもありがとうございます。

FЮmま ぐのりあ

びを感じることができるのが福社の仕事です。「和家」では

世話人・支援員を募集しています。短時間でもOK!です。

熱意のある方、是非、考えてください。★新型コロナ感染予

防のため、「和家」訪間の際は、事前に電話等により連絡をお

願いします。訪問時には、検温、消毒、マスク着用などをお

願いします。★「わや便り第6号」の感想をお寄せください。

また、和家への質問や提案。障がい者福祉に対する意見な

ど・・・・・・お寄せください。FⅨ (0597-37-4031)や メール

(m盤塑山 堕 ogn.ne,ュp)にてお願いします。

☆支援をとおして共感 じ喜 麟bttJ史うι =「この子らを世の光に」。1946年、知的障

がい者福祉の草分けとなる「近江学園」を創設した糸賀一雄

氏の言葉です。「この子たちこそが光そのものなのだから、一

緒に育ちあっていかなければならない」。半世紀以上も前の

言葉ですが……今も生きているように思います。私たちには

学ぶことが沢山あるように思います。言葉の意味をしつかり

とつかんでいきたいと思います。
=「

わや便り」今回も、話

題はコロナのことになりました。次号では、買い物や街中で

楽しみ、地域のイベントに参加する入居者たちのことを載せ

ることができるだろうかつ 一日も早く、普通の日常が戻っ

てくれることを……。(Y)
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